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３． 当該コードは誤りなく正確に記載し、同一商品を複数貸与している場合も一つ一つ分

けて記載してください。 

 
４． 本年 10 月１日以降、当該コードを取得していない新商品等を初めて貸与される場合、

コードの取得に向け所定の手続きを行ってください。（既にコード取得している場合も

あるため、必ず１のホームページ上で確認してください。） 

 
５． 当該コードを取得中または未取得の商品を貸与する場合は、暫定的な商品コードとし

て「99999-999999」（左詰・すべて半角）を記載することが可能ですが、あくまで暫定

的なものであるため、改めてＴＡＩＳコードまたは福祉用具届出コードのいずれかを取

得していただくようお願いいたします。 

 
以上 
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平 成

　

２９ 年 １０ 月

　

３１ 日

都道府県医師会

介護保険担当理事

　

殿

曜略繁理驚き連覇ぎ鈴

　

木

　　　　

‐

介護給付費明細書に記載する福祉用具貸与の商品コー ドについて

平素より介護保険制度運営に格別の ご協力を賜り厚く御礼申 し上げます。

　

さて、 介護給付費明細書に記載する福祉用 具貸与の商品コー ドについては、
本年 １０月 の貸与分（１１月 の介護給付費請求分）より介護給付費明細書に ＴＡＩＳ

コー ドまたは福祉用 具届出コー ドのいずれかを記載する必要となり、 今般、 別

添の通り厚生労働省より事務連絡が発出されま したのでご連絡申 し上げます。

　

また、 これに伴い 「介護給付費請求書等の記載要領について」 （平成

　

１３

　

年

１１月 １６

　

日 老 老 発 ３１号

　

厚生労働省老健局老人保健課長通知） が一部改正され

ま したので併せてお知らせいた します。

　

つきま しては、 貴会におかれま しても、 本件について ご了知いただき、 貴会

管下郡市区医師会および会員に対 し、 周知方よろしく ご高配のほ どお願い申 し

上 げます。

【概要】
１．

　

ＴＡＩＳ コー ドまたは福祉用 具届出コー ドの記載について

　

ア） 福祉用 具貸与事業者においては、 介護給付費明細書に当コー ドの記載

　　　

漏れの場合、 各国民健康保険団体連合会の審査において返戻すること

　　　

が 予 定 さ れ て お り ま す。

　

イ） 当コー ドを正確にご記入いただくとともに、 同一商品を複数貸与する

　　　

場 合 に は、 そ れ ぞ れ １ つ １ つ 分 け て 記 載 して 下 さ い。

　　

ウ） 本 年 １０月 １日以降に初めて貸与される新商品等については、ＴＡＩＳ コ

　　　

ー ドを 有 して い な い 場 合、 次 の 対 応 が 必 要 に な り ま す。

　　　

・ＴＡＩＳ コ ー ドの 申 請 は 随 時 申 請 の 受 付 が 行 わ れ て い る た め、 ＴＡＩＳ コ ー

　　　

ドの 取 得 に 向 け 所 定 の 手 続 き を 行 っ て 下 さ い。

　　　

・ＴＡＩＳ

　

コ ー ドが 取 得 済 み か 否 か の 確 認 は、 公 益 財 団 法 人 テ ク ノ エ イ ド

　　　

協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ で 確 認 の 上、 該 当 す る コ ー ドを 記 載 して 下 さ い。

　

エ） ＴＡＩＳ コー ドを取得 していない商品貸与の場合

　　　

当 面 の 間、 暫 定 的 な 商 品 コ ー ド 「９９９９９‐９９９９９９」 （左 詰 ・ 半角 で

　　　

５ 桁‐６ 桁） を 記 載 して 下 さ い。 当 コ ー ドは、 暫 定 的 な も の で あ り、



今後、 正式な ＴＡＩＳ コー ドまたは福祉用具コー ドのいずれかを取得 し

て い た だく こ と に な り ま す の で、 こ の 点 に つ い て ご留 意 下 さ い。

○添付書類

　　

・介護給付費明細書に記載する福祉用具貸与の商品コー ドについて

　　

（平 成 ２９年 １０月 １９日付

　

厚生労働省老健局高齢者支援課

　

事務連絡）

　　

・ 「介護給付費請求書等の記載要領について」 の一部改正について

　　

（平 成 ２９ 年 １０月 １９

　

日 付

　

老 高 発 １０１９第 １ 号、 老 老 発 １０１９第 １号厚生

　　

労働省老健局高齢者支援課長、 老人保健課長

　

通知）

以上



◎
事

　　

務

　　

連

　　

絡

平成２９年１０月１９日

　

都道府県

各

　

指定都市 介護保険主管課（室）

　

御中

中 核 市

厚生労働省老健局高齢者支援課

介護給付費明細書に記載する福祉用具貸与の商品コードについて

　

日頃より、 介護保険行政に御尽力いただき、 厚く御礼申し上げます。

標記については、「福祉用具貸与価格の全国的な状況の把握について」（平成２９

年８月 ２５日老高発０８２５第１号厚生労働省老健局高齢者支援課長通知）におい

て、 平成２９年１０月の福祉用具貸与分 （１１月の介護給付費請求分） から、 介護

給付費明細書にＴＡＩＳコード又は福祉用具届出コードのいずれかを記載するこ

ととし、 具体的な商品ごとのコー ドについては、 後日取りまとめの
上、 公表すると

していたところです。

今般、下記のとおり、商品ごとのコード一覧の掲載先等についてお知らせします

ので、 管内市町村及び福祉用具貸与事業者等に対し、 広く周知いただくとともに、

遺漏なく御対応いただきますようお願いします。

記

１

　

商品ごとのコード一覧の掲載先について

　

商品ごとのコード一覧については、 公益財団法人テクノエイド協会のホーム

ページに掲載しています。

○掲載先 （公益財団法人テクノエイド協会ホームページ）（別紙参照）

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｅｃｈｎｏ－ａｉｄｓ・ｏｒＪｐ／ｖｉｓｉｂｌｅ／ｉｎｄｅｘ・ｓｈｔｍｌ

福祉用具貸与事業者においては、平成２９年１０月の福祉用具貸与分 （１１月

の介護給付費請求分） から、当該コードの記載が必要となりますので、遺漏なく



御対応いただきますようお願いします（今後、当該コードの記載がない介護給付

費の請求については、各国民健康保険団体連合会の審査において返戻することを

予定しています。）。

　

なお、 当該コードの記載に当たっては、 誤りなく正確に記載いただくことは

もとより、同一商品を複数貸与している場合も一つ一つ分けて記載いただく等と

いった点について、 改めて御留意いただきますようお願いします。

２

　

平成２９年１０月１日以降に初めて貸与される新商品等の取扱いについて

　

ＴＡ工Ｓコードを有していない商品については、福祉用具の製造事業者又は輸

入事業者において、平成２９年９月 ３０日までにＴＡＩＳコード又は福祉用具届

出コードのいずれかを取得いただいたところですが、同年１０月１日以降に初め

て貸与される新商品等については、 次のいずれかの対応が必要となりますので、
御留意いただきますようお願いします。

　

また、 本内容については、 管内の福祉用具貸与事業者等を通じ、 福祉用具の

製造事業者及び輸入事業者にも広く周知いただきますようお願いします。

（１） ＴＡＩＳコードの取得について

　　

ＴＡＩＳコードについては、１０月以降も随時申請の受付を行っていますの

　

で、福祉用具の製造事業者又は輸入事業者において、ＴＡＩＳコードを取得さ

　

れる場合は、 所定の手続を行っていただきますようお願いします。

　　

福祉用具貸与事業者においては、ＴＡＩＳコードを取得している商品か否か

　

について、福祉用具の製造事業者又は輸入事業者に御確認いただくほか、公益

　

財団法人テクノエイド協会のホームページで御確認の上、介護給付費明細書に

　

該当するＴＡ工Ｓコードを記載いただきますようお願いします。

（２） 暫定的な商品コードの使用について

　　

福祉用具貸与事業者において、上記ＴＡＩＳコードを取得していない商品を

　

貸与する場合は、 当面の間、 暫定的な商品コー ドと して、「９９９９９－９９９９９９」

　

（左詰・半角） の使用を可能としますので、介護給付費明細書に当該コードを

　

記載いただきますようお願いします。

　　

なお、 当該コードについては、 あくまで暫定的なものであり、 今後、 改めて

　

Ｔ ＡＩＳコード又は福祉用具届出コードのいずれかを取得いただくことを

　

予定していますので、 あらかじめ御了知いただきますようお願いします。



【厚生労働省担当】

厚生労働省老健局 高齢者支援課
福祉用具・住宅改修係

　

電
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介護給付費期間細樺富に記載いただ．（「Ｓ桁－６桁【半角・英数郭」のコードについて、以下に公聴きします。
なお・、平成２９峰１０月の賞与分（１１月の介鱗餓村費撞球分）から、ＴＡＩＳコード文は檀紙用具届出ゴー杓の記載がない倉譲鏡村

費の叢珠については

各国民健盟庵保険歴燐連合象の毒置に慕いて返戻することが争定されて募ります。誤りなく正彊に１記載鎖ただきますようお願いします。

ｏ福祉用具貸与価嶺菱把握するための商品コード一覧｛平成２９峰１０月｝

　　

｛数礎墜塗式：ＬＺ≦繍聾

　

ＮＥＷ＝

　

※「コード」．鰹ぼこりンク先がある商品については，当協会の「福祉用真鱈擬～ステム（ＴＡＩＳ｝』において仕様樋機能などの蒲轍が
陶耀観護き

　　

ます．

　　

※『舞考１機に「０」が記載されている種品については，当協槍涛雷費与の鷺村対象と考えられる橘麹用具として選定したものです摩
韓各鶴＝適瀦南獲等介護保険主管繰猶醸宛

　

環生労務書巻鍵窟裏鏡者支援護事務遮略【平成窮鼠０月・日）

　

ＮＥＷＩ！

　　

．介務総村費甥櫛書に記載する橿園｝用漠費与の商品コードについて

　

鑑ＤＦ形式活躍粥Ｂ）

　

介護保険における檀被用具の難雛村のおり方については．平成２排撃１２月９日に練りまとめられた「介護保険朝度の見直しに麗する意見｛社会保障霧機

会介養保険部会｝」において．朝寝の男持櫛可能性を祷保する一環として、趨切な貸与優樽を確保～する等靭艶豪から．下記の事項が明記され 平成３
０峰

１０月から施行・され．ることが予定されました。
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ｏ

　

園が商品ごとに，当鱗
一瀞鼠の鱒与価樽の全国的な状況を檀煽し．ホームペー～鰯において当該商品の全国平蝿賞与価格を公表する

○

　

賞与価機に一定の上穏（全国平均鋳等機構十１機滋偏差）を鏡ける

厚生労務雀にお礼１て｛＆ 公益社団法人国民健勝劉圏陰中央会、公麹財団法人テクノエイド協会等と連携を回りながら、具体的な仕組みについて検封を

進めており．去る７月３日の「全国介護保険担当課長会嬢」において、想定する見直し内容及びスケジューメＭについて周知されたところです。



老高発 １０１９第１号

老老発 １０１９第１号

平成２９年 １０月 １９日

各都道府県介護保険主管部（局）長

　

殿

厚生労働省老健局高齢者支援課長

（公印省略）

老人保健課長

（公印省略）

「介護給付費請求書等の記載要領について」の一部改正について

今般、福祉用具貸与価格の全国的な状況を把握することに伴い、
「介護給付費請求書

等の記載要領について」 （平成１３；年１１月１６日老老発３１号厚生労働省老健局老人ｆ激越課

長通知）を別紙のとおり改正し、平成２９年１１月１日（同年１０月の福祉用具貸与分）
から

適用することとしたので通知する。

ついては、貴管内市区町村、関係機関等にその周知徹底を図る
とともに、その取扱いに

当たっては遣劃漏なきよう期されたい。



図回
○

　

介護給付費請求書等の記載要領について （平成１３年１１月１６日老老発３１号厚生労働省老健局老人保健課長通知）

（変更点は下線部）

改正後 改正前

偏り記）

　

介護保険請求時の福祉用具貸与における商品コード等の介護給付費明細書の

記載について

　

介護給付費明細書へ記載するコードについては、公益財団法人テクノエイド協
会が付しているＴＡＩＳコード又は福祉用具届出コードのいずれかを記載する
こと。

　

いずれのコードについても、 企業コード （５桁） 及び商品コード （６桁）（半

角英数字）を左詰で記載すること（英字は大文字で記載すること。）。その際に企

御Ｊ記）

　

介護保険請求時の福祉用具貸与における商品コード等の介護給付費明細書の

記載について

　

介護給付費明細書へ記載するコードについては、テクノエイド協会が付して

いるＴＡＩＳコード又はＪＡＮコードを有している商品についてはいずれかの

コードを記載することとすること。
また、 両方のコードを有している商品については、 どちらのコ

ードを記載して

も差し支えないこと。

１

　

（公財） テクノエイド協会が構築している福祉用具情報システムに登録を

　

している商品について

也

　

既にテクノエイド協会で付している番号の内、企業コード（５桁） 及び

　　

商品コード （６桁） を左詰で記載すること。 その際に企業コードと商品コ

　

ードの間は 「－」 でつなぐこととすること。
趨

　

２以上コードを有している商品については、 どの種別で保険請求してい

　　

るかという観点からコードを記載することＬ
２

　

ＪＡＮコードを取得している商品については、 ＪＡＮコードを左詰で記載

業コードと商品コードの間は 「－」（半角） でつなぐこと。
（例）同一商品を複数貸与している場合は、給付費明細欄の行を分けて記載する
こと。

給
付
費
明
細
欄

サービス内衆 サービスコード 単位数 嘘 サービス単位数 ／公著令蹴 み＼

　

対

　

…位数 纏
手すり貸与 １ ヱ 上 ２ 豊 ヱ 且 １ 且 皇 皇 ０００００‐１１１１１１

手すり貸与 １ ヱ ふ 豊 皇 ヱ 且 上 且 ２ 皇 ０００００‐１１１１１１

（例）付属品を併せて貸与している場合は、それぞれのサービス単位数を記載す
ること。
給
付
費
明
細
欄

サービス内容 サービスコード 単位数 国塾 サービス単位数
／公著分
馳

　

＼々

　

対

　

…位数 纏
特建寝台貸与 １ ヱ １ 皇 ２ 且 且 ↓ ２ 皇 ２ ０００００‐２２２２２２

付
特
属
殊
品
寝
貸
目
与 １ ヱ １ ２ ２ 全 且 １ ふ 皇 ２ ０００００‐Ｚ３３３３３

１

　

削除

２

　

削除

品コード （６桁） を左詰で記載すること。 その際に企業コードと商品コ

ドの間は 「－」 でつなぐこととすること。
２以上コードを有している商品については、 どの種別で保険請求してい



（参考）

　

削除

御ｊ紙）

　

削除

いずれのコードも有していない商品に限り、次のとおりローマ字で記載を可

能とする。
也

　

メーカー名と商品名を英字（ヘボン式で大文字）で記載し、その間は「－」

　

でつなぐこととすること。
趨

　

メーカー名の記載については、株式会社等の各企業で共通するような名

　

称を除き、 次頁に定める変換方法により英字 （ヘボン式で大文字） で記載

　

（例） アメリカベッドメディカルサービス株式会社

　

→

　

ＡＭＥＲＩＫＡＢＥＴ

　　　　

株式会社松本製作所

　　　　　　　　　　　　　

→

　

Ｍ

　

ＡＴＳ馴ＯＴＯＳ

適

　

商品名の記載については、型番を有している商品については型番を記載

　

し、型番がない商品については、商品名を別紙に定める変換方法により英

　

字 （ヘボン式で大文字） で記載 （ヘボン式については次表を参照のこと。）

　

（例） 自走式車いす

　

ＡＡ－１２

　　　　　　

→

　

ＡＡ－－１２

　　　　　　　　　　　

アルミ製標 準車

　　　

→

　

ＡＲ皿ＩＳＥＩＨ

（参考）

　

ＪＡＮコードとは、「国コード」、「商品メーカーコード」、
「商品アイ

つなぐこととすること。
メーカー名の記載については、株式会社等の各企業で共通するような名

、型番がない商品については、商品名を別紙に定める変換方法により英

字 （ヘボン式で大文字） で記載 （ヘボン式については次表を参照のこと。）

　　　

テムコード」、「チェックデジット」 からなる商品識別コードであるこ

　　　

と。 このコードは、 店舗等で商品に印刷されている
バーコードの１つ

　　

であること。
（別紙）
あ行

　

あ

　

い

　

つ

　

え お

　　　　

や行

　

や

　

い

　

ゆ

　

え

　

よ

　　　　　

Ａ」

　

ｌ

　　

ｔＪ

　　

Ｅ

　　

Ｏ ＹＡ

　　

Ｉ

　　

ＹＵ

　

Ｅ

　

ＹＯ

か行

　

か

　

き

　

く

　

け こ

　　　　

ら行

　　

ら

　

り

　

る

　

れ

　

る

　　　　　　　

ＫＡ

　

Ｋ工 ＫＵ

　

ＫＥ

　

ＫＯ

　　　　　　　　　　

ＲＡ

　

ＲＩ

　

ＲＵ

　

ＲＥ

　

ＲＯ

　　　

きや

　

きゆ

　

きよ

　　　　　　　　　　

りや

　

りゆ

　

りよ

　　　　　　　

ＫＹＡ

　　

ＫＹＵ

　　

ＫＹＯ

　　　　　　　　　　　　

ＲＹＡ

　　

ＲＹＵ ＲＹＯ

さ行

　　

さ

　

し

　　

す

　

せ

　

そ

　　　　

わ行

　

わ

　

ゐ

　

う

　

ゑ

　

を

　　　　　

ＳＡ

　

ＳＨ工

　

ＳＵ

　

ＳＥ

　

ＳＯ

　　　　　　　　　

ＷＡ

　

１

　　

ｔＪ

　　

Ｅ

　　

Ｏ

　　　

しや

　

しゆ

　　

しよ

　　　　　　

ん

　　　

ん

　　　

ＳＨＡ

　

ＳＨＵ

　

ＳＨＯ

　　　　　　　　　

Ｎ （Ｍ）

た行

　

た

　

ち っ

　

て

　

と

　　　

が行

　

が

　

ぎ

　

ぐ

　

げ

　

ご

　　　　　　　

ＴＡ

　

ＣＨ工

　

ＴＳＵ

　

ＴＥ

　

ＴＯ

　　　　　　　　　

ＧＡ

　

Ｇ工

　

ＧＵ

　

ＧＥ

　

ＧＯ

　　　

ちゃ

　

ちゆ

　

ちょ

　　　　　　　　　

ぎや

　

ぎゆ

　

ぎょ

　　　　　　　

ＣＨＡ

　　

ＣＨＵ

　　

ＣＨＯ

　　　　　　　　　　　　

ＧＹＡ

　　

ＧＹＵ

　　

ＧＹＯ

な行 な

　

に

　

ぬ

　

ね

　

の

　　　　

ざ行

　　

ざ

　

じ

　

ず

　

ぜ

　

ぞ

　　　

ＮＡ

　

Ｎ工

　

ＮＵ

　

ＮＥ

　

ＮＯ

　　　　　　　　　

ＺＡ

　

Ｊ工

　

ＺＵ

　

ＺＥ

　

ＺＯ

　　　　

にや

　

にゆ

　

によ

　　　　　　　　　　

じや じゆ

　

じよ

あ行 あ

　

い

　

つ

　

え

　

お や行 や

　

い

　

ゆ

　

え

　

よ

ＹＡ

　　

Ｉ

　　

ＹＵ

　

Ｅ

　

ＹＯＡ

　　

Ｉ

　　

Ｕ

　　

Ｅ

　　

Ｏ

か行 か

　

き

　

く

　

け

　

こ ら行 ら

　

り

　

る

　

れ

　

ろ

ＲＡ

　

ＲＩ

　

ＲＵ

　

ＲＥ

　

ＲＯＫＡ

　

Ｋ工

　

ＫＵ

　

ＫＥ

　

ＫＯ

りや

　

りゆ

　

りよ
ＲＹＡ

　　

ＲＹＵ

　　

ＲＹＯ
きや

　

きゆ

　

きよ
ＫＹＡ

　　

ＫＹＵ

　　

ＫＹＯ

さ行 さ

　

し

　　

す

　

せ

　

そ わ行 わ

　

ゐ

　

う

　

ゑ

　

を

ＷＡ

　　

Ｉ

　　

Ｕ

　　

Ｅ

　　

ＯＳＡ

　

ＳＨ工

　

ＳＵ

　

ＳＥ

　

ＳＯ

しや

　　

しゆ

　　

しよ

ＳＨＡ

　　

ＳＨＵ

　　

ＳＨＯ

ん ん
Ｎ （Ｍ）

た行 た

　

ち

　

っ

　

て

　

と が行 が

　

ぎ

　

ぐ

　

げ

　

ご

ＧＡ

　

Ｇ工

　

ＧＵ

　

ＧＥ

　

ＧＯＴＡ

　

ＣＨ工 ＴＳＵ

　

ＴＥ

　

ＴＯ

ぎや

　

ぎゆ

　

ぎょ
ＧＹＡ

　　

ＧＹＵ

　　

ＧＹＯ
ちや

　

ちゆ

　

ちよ
ＣＨＡ

　　

ＣＨＵ

　　

ＣＨＯ

な行 な

　

に

　

ぬ

　

ね

　

の ざ行 ざ

　

じ

　

ず

　

ぜ

　

ぞ

ＺＡ

　

Ｊ工

　

ＺＵ

　

ＺＥ

　

ＺＯＮＡ

　

Ｎ工 ＮＵ

　

ＮＥ

　

ＮＯ

じや

　　

じゆ

　　

じよにや

　

にゆ

　

によ



　　　

ＮＹＡ

　　

Ｎ

　　

ＹＵ

　　

ＮＹＯ

　　　　　　　　　　

ＪＡ

　　

ＪＵ

　

ＪＯ

は行

　

は

　

ひ

　

ふ

　

へ

　

ほ

　　　　

だ行

　

だ ぢ

　

づ

　

で

　

ど

　　　　　　

ＨＡ

　

Ｈ工

　

ＦＵ

　

ＨＥ

　

ＨＯ

　　　　　　　　　

ＤＡ

　

Ｊ工

　

ＺＵ

　

ＤＥ

　

ＤＯ

　　　

ひや

　

ひゅ

　

ひよ

　　　　　　

ば行

　

ば

　

び

　

ぶ

　

べ

　

ぼ

　　　　　　

ＨＹＡ

　　

ＨＹＵ

　　

ＨＹＯ

　　　　　　　　　　　　

ＢＡ

　

ＢＩ

　

ＢＵ

　

ＢＥ

　

ＢＯ

ま行

　

ま

　

み

　

む

　

め

　

も

　　　　　　　　

びや びゅ

　

びょ

　　　　　　

ＭＡ

　

Ｍ工 ＭＵ

　

ＭＥ

　

ＭＯ

　　　　　　　　　　

ＢＹＡ

　　

ＢＹＵ

　　

ＢＹＯ

　　　

みや

　

みゅ

　

みよ

　　　　　　

ば行

　

ぱ

　

ぴ

　

ぷ

　

ぺ

　

ぽ

　　　　　　

ＭＹＡ

　　

ＭＹＵ

　　

ＭＹＯ

　　　　　　　　　　　　

ＰＡ

　

ＰＩ

　

ＰＵ

　

ＰＥ

　

ＰＯ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ぴや

　

ぴゆ

　

ぴょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＰＹＡ

　　

ＰＹＵ

　　

ＰＹＯ

１

　

機音

　

ヘボン式ではＢ、 Ｍ、 Ｐの前にＮの代わりにＭをおく。

　

ＮＡ焔Ａ難波 （なんば）

　

ＨＯＭＡ船本間

　

Ｑまんま）

　

ＳＡ雌Ｅ工三瓶 （さんぺい）

２

　

促音

　

子音を重ねて示す。

　

ＨＡＴＴＯＲ工服部

　

Ｑまつとり）

　

Ｋ工機仏ＷＡ吉川 （きつかわ）

　　

ただし、 チ （ＣＨ工）、 チャ （ＣＨＡ）、 チュ （Ｃｍ）、 チョ （ＣＨＯ） 音に限り、 そ

の前にＴを加える。

　

ＨＯＴＣＨＩ発地

　

Ｑまっち）

　

Ｈ

　　

ＡＴＣＨ０（はっちよう）

は行 は

　

ひ

　

ふ

　

へ

　

ほ だ行 だ

　

ぢ

　

づ

　

で

　

ど

ＤＡ

　

Ｊ工

　

ＺＵ

　

ＤＥ

　

ＤＯＨＡ

　

Ｈ工

　

ＦＵ

　

ＨＥ

　

ＨＯ

ひや

　

ひゆ

　

ひよ ば行 ば

　

び

　

ぶ

　

べ

　

ぼ

ＢＡ

　

ＢＩ

　

ＢＵ

　

ＢＥ

　

ＢＯＨＹＡ

　　

ＨＹＵ

　　

ＨＹＯ

びや

　

びゆ

　

びょ
ＢＹＡ

　　

ＢＹＵ

　　

ＢＹＯ
ま行 ま

　

み

　

む

　

め

　

も
ＭＡ

　

Ｍ工 ＭＵ

　

ＭＥ

　

ＭＯ

みや

　

みゆ

　

みょ ば行 ば

　

ぴ

　

ぷ

　

ぺ

　

ぽ

ＰＡ

　

ＰＩ

　

ＰＵ

　

ＰＥ

　

ＰＯＭＹＡ

　　

ＭＹＵ

　　

ＭＹＯ

ぴや

　

ぴゆ

　

ぴょ
ＰＹＡ

　　

ＰＹＵ

　　

ＰＹＯ



１参考：改正後通知（抜粋）」

○

　

介護給付費請求書等の記載要領について （平成１３年１１月１６日老老発３１

　

号厚生労働省老健局老人保健課長通知）（抜粋）

御ｉ記）
介護保険請求時の福祉用具貸与における商品コード等の

介護給付費明細書の記載について

介護給付費明細書へ記載するコードについては、 公益財団法人テクノエイド

協会が付しているＴＡＩＳコード又は福祉用具届出コードのいずれかを記載す

ること。

　

いずれのコードについても、 企業コード （５桁） 及
び商品コード （６桁）（半

角英数字） を左詰で記載すること （英字は大文字で記載すること。）。 その際に

企業コードと商品コードの間は 「－」（半角） でつなぐこと。

（例）同一商品を複数貸与している場合は、給付費明細欄の行を分けて記載す

ること。

給
付
費
明
細
欄

サービス内容 サービスコー ド 単位数 回数 サービス単位数
公費分
回数
公費対象単位数 摘要

手すり貸与 １ ７ １ Ｏ Ｏ ７ ３ １ ３ Ｏ Ｏ ０００００一１１１１１１

手すり貸与 １ ７ １ Ｏ Ｏ ７ ３ １ ３ Ｏ Ｏ ０００００‐１１１１１１

（例） 付属品を併せて貸与している場合は、 それぞれのサービス単位数を記
載

　

すること。

給
付
費
明
細
欄

サービス内容 サービスコー ド 単位数 回数 サービス単位数
公費分
回数
公費対象単位数 摘要

特殊寝台貸与 １ ７ １１ Ｏ Ｏ ３ ３ １１ ９ Ｏ Ｏ ０００００‐２２２２２２

特殊寝台
付属品貸与

１１ ７ １ Ｏ Ｏ ４
３ １１ １ Ｏ Ｏ ０００００－Ｚ３３３３３




